
Ⅰ．　は　じ　め　に

　広島県地域保健対策協議会（地対協）では，患者
の意思をできるだけ医療に反映させることを目標に，
平成 25 年度に「終末期医療のあり方検討特別委員
会」を設置して，意思決定のプロセスを尊重する
「アドバンス・ケア・プランニング（Advance Care 

Planning ：ACP）」の考え方を地域に普及させる活動
を行ってきた。
　平成 25 年度末に普及啓発を進めるためのツールと
して，「ACPの手引き」「私の心づもり」を作成し，
平成 26 年度には広島県内の医師会員に送付した。
　また平成 26 年度には安芸地区医師会，東広島地区
医師会でACP普及のためのモデル事業を実施して成
果を検証し，ツールを使用した際の課題を抽出して
「ACPの手引き」「私の心づもり」の改訂を行うこと
とした。
　平成 27 年度は，新たに 6地区医師会でモデル事業
をお願いし，安芸地区医師会には継続して事業を依
頼した。平成 27 年 12 月には，「ACPの手引き」「私
の心づもり」の改訂版（第二版）を作成し，再度医
師会員に配布した。改訂版は県内で開催される ACP

関連の講演会，研修会，地域の活動での使用だけで
なく，県外からも数多く申し入れが続いて関心が高
まっている。
　以下，平成 27 年度委員会活動について報告する。

Ⅱ　委員会およびワーキング会議，打合会

（₁）第 ₁回終末期医療のあり方検討専門委員会
「打合会」（平成 ₂₇ 年 ₅ 月 ₁ 日）

　◯平成 25 年・26 年度の委員会活動の総括
　◯日本在宅医学会もりおか大会における東広島地
区医師会「あざれあ」からの学会発表について
報告

　◯今後の委員会活動について確認

終末期医療のあり方検討専門委員会

（平成 27 年度）

終末期医療のあり方検討専門委員会報告書

広島県地域保健対策協議会 終末期医療のあり方検討専門委員会

委 員 長　本家　好文

　・活動予定の検討
　・活動スケジュール
（2）第 1回終末期医療のあり方検討専門委員会（平
成 27 年 7 月 10 日）
　◯平成 25 年・26 年度の委員会活動の総括
　・委員会設置の経緯と，これまでの活動経過につ
いて総括

　・平成 26 年度にモデル事業を実施した安芸地区医
師会，東広島地区医師会から事業報告と，その
後の活動状況を確認（参考資料 1－ 1，1－ 2）

　・安芸地区医師会，東広島地区医師会でモデル事
業の際に使用した「ACPの手引き」「私の心づ
もり」に関する評価を行った。より簡潔で分か
りやすいものにするために，第二版を作成する
こととした

　・住民や医療者のACPに対する意識の変化につい
て検討した結果，住民や医師以外で関心が高
かったが，医師の理解不足が課題と指摘された

　・今後のACP普及方法については，医師会単位の
説明会やほかの研修会の際に「ACPの手引き」
「私の心づもり」を配布することや，地域包括支
援センターにも協力を依頼する予定

　◯平成 27 年度の委員会活動について
　・平成 27 年度も医師会員向けの広報を重点的に実
施する。

　・新規モデル事業を行うために，全地区医師会に
公募で募集する

　・医師会でのモデル事業のほか，一般県民，医
療・介護・福祉関係者への啓発を実施する

　・WGを設置して手引きや心づもりの改訂を行い，
実際の運用方法について検討する

　・ACP導入のタイミングについては，施設入所時，
病院からの退院時などの提案があり，今後も検
討する

　◯ ACPの日本語表記について
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　・当初から ACP（エーシーピー）では，医療者や
住民には馴染まないのではないかとの指摘は
あった。しかし現時点では適切な日本語表記が
ないため，当面はACPで活動しながら適切な日
本語表記についても検討する

（₃）第 ₁回終末期医療のあり方検討専門委員会
「手引き改訂WG」（平成 ₂₇ 年 ₈ 月 ₅ 日）

　◯「ACPの手引き」について
　・平成 26 年度にモデル事業を実施した 2地区医師
会からの意見を参考にして，「ACPの手引き」
「私の心づもり」の改訂について協議し，レイア
ウトや文言の修正を行った

　・ACPの定義を表紙に明記することや，高齢者に
も分かりやすいように表現を工夫し，イラスト
や配色についても検討した

　◯「私の心づもり」について
　・モデル事業で使用した意見を参考にして，持病
がない健康な人でも記載しやすいような工夫や，
手引きを確認しながら記載できるように，設問
や文言の修正を行った

　・地対協事務局の移転にともなって「手引き」に
記載される地対協事務局の住所が変更となる 12
月の発行をめざす

（₄）第 ₂回終末期医療のあり方検討専門委員会
「手引き改訂WG」（平成 ₂₇ 年 ₉ 月 ₂₈ 日）

　◯「ACPの手引き」「私の心づもり」について
　・手引きの表紙イラストは親しみやすいものに変
更し，字体や文字の大きさについても高齢者に
も読みやすいことに配慮した。

　・各ステップの内容については，ステップ 1で本
人の希望や思いに加えて治療の目標を考える項
目としていたが，人生の目標や希望，思いを考
える項目に変更した

　・治療や療養の目標に関する項目はステップ 2に
移行

　・次回委員会に修正案を提示。承認を得たうえで
印刷配布という手順を確認した

（₅）第 ₂回終末期医療のあり方検討専門委員会
「打合会」（平成 ₂₇ 年 ₁₁ 月 ₁₁ 日）

　◯ ACPの手引きの運用方法について
　・モデル事業を実施した東広島地区医師会から，
導入のタイミングや導入方法について意見を
伺った

　・導入のためのポイントとなる職種はケアマネー

ジャーという意見があり，介護保険導入時が最
も円滑に導入できるタイミングではないかとい
う指摘があった

　・広報方法として行政機関の広報誌を利用するこ
とや，健康手帳などへの記載も可能ではないか
との意見があった

　・医療機関での取り組みについては，責任の所在，
医療機関としての方針，病院の理解などが必要
であり今後の検討課題とした

　・市民への啓発を継続しながら地域包括ケアとの
連携，ケアマネや行政に向けたアプローチを行
う

　・ACPの手引き改訂版発行に併せて，リーフレッ
トやポスターも作成して配布する

　◯今後の予定
　・打合会で協議した内容について，11 月 18 日に
開催する専門委員会で協議

（₆）第 ₂回終末期医療のあり方検討専門委員会
（平成 ₂₇ 年 ₁₁ 月 ₁₈ 日）

　◯モデル事業の進捗状況について
　・平成 27 年度に全地区医師会に公募した結果，呉
市医師会，福山市医師会，因島医師会，安芸地
区医師会，佐伯地区医師会，広島市東区医師会
の 6地区から参加の申し入れがあった

　・6地区医師会でモデル事業を実施。関係者向け
の研修会を開催

　◯ポスター・手引き・心づもりの改訂について
（参考資料 2，3，4）

　・「ACPの手引き」改訂のポイントは，各ステッ
プの内容と「私の心づもり」の整合性の確認

　・表紙デザイン，レイアウトについても検討
　・「主治医」という表現を，「かかりつけ医やその
ほかの医療者」や「医療者」に変更する

　・ポスターのデザインも手引きとの統一性をもた
せる

　◯運用方法について
　・モデル事業実施地区を中心に，医療機関だけで
なく地域全体への啓発や，既存の事業への組み
込みなどを実施

　・導入のタイミングとして，ケアマネが介入する
時が望ましい

　・市町の地域支援事業や市町の行政職員への啓発
も必要

　・「私の心づもり」の保管は原則本人保管だが，保
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管場所について家族や代理人と共有しておく必
要があり，東広島では「命の宝箱」の取り組み
が行われていることが紹介された

・ACP導入については，倫理委員会などでの議論が
必要となる可能性があり，その点については引
き続き協議を継続

（₇）第 ₃回終末期医療のあり方検討専門委員会
「WG」（平成 ₂₈ 年 ₃ 月 ₂₈ 日）

　◯手引きの配布状況について
　・手引き第 2版は平成 27 年 12 月から平成 28 年 3
月 28 日までに 11,476 部を配布した。初版から
の累計配布数は約 46,500 部

　◯ACPの手引き・私の心づもりなどの資料の申請
方法について

　・手引き改定後，手引きや私の心づもりの使用・
引用に関する問い合わせ件数が急増している

　・平成 28 年 2 月以降は使用・引用に関する申請
は，申請書か申込のためのメールフォームを
ホームページに掲載して対応

　◯今後の予定
　・次回の委員会では，平成 27 年度にモデル事業を
実施した 6地区（呉市，福山市，因島，安芸地
区，佐伯地区，広島市東区）医師会に事業報告
を依頼（平成 28 年 4 月 25 日）

　・事業の成果や課題を検証するための事業報告会
を開催予定（平成 28 年 5 月 29 日）

　・報告会では今後に繋がる具体的な内容について
報告を依頼

　・成功事例だけでなく，失敗事例や課題について
も報告を依頼

Ⅲ．　ACP導入のタイミング

　ACP導入のタイミングについては明確な基準はな
いし，対象となる疾患が限定されている訳でもない。
しかし，健康問題が少ない 10 代，20 代，30 代に
ACPを勧めることは困難である。ACPについて考え
るタイミングとしては，自分の命が脅かされる体験
をした時や，将来に不安を感じるような時期ではな
いかと考えられる。これからがんの治療を受けると
いう時や，再発・転移が分かって間もない時期では，
冷静に判断することは困難なことが多い。
　広島県地対協の委員会で提案されたタイミングと
しては，以下があげられた。これについても正解と
いうわけではなく，試行錯誤している段階である。

　1）医療機関からの退院時（退院指導の説明のなか
で）

　2）介護保険申請時
　3）ケアマネ・地域包括センター介入時
　4）介護施設などへの入所時
　5）職場の定年退職時
　6）慢性疾患でかかりつけ医に通院中
　7）本人から希望があった時

Ⅳ．　お　わ　り　に

　医療の進歩に伴って治療やケアの選択肢が増えて
いる。患者はそうした状況のなかで意思決定を迫ら
れている。また高齢者の増加により認知機能が低下
している患者が増加し，意思決定が困難になった患
者に対する医療のあり方も問題となっている。とく
に終末期では約 70％の患者は意思決定が必要なとき
に意思決定能力が困難という報告もある。
　本人の意思決定能力がなくなったあとでも，患者
の意向が尊重された医療を提供するためのアドバン
ス・ケア・プランニング（Advance Care Planning：
以下 ACP）の試みが注目されている。患者の価値観
や思いを尊重した医療を提供できる仕組みづくりは，
患者や家族の QOLを高める可能性が高い。
　ACPの取り組みは医療機関を中心に展開されはじ
めたばかりである。今後はACPを入院患者だけを対
象にした病院医療の問題と考えるのではなく，日頃
から自分の健康について考え，家族やかかりつけ医
と話し合っておくことによって，医療者と患者・家
族とのコミュニケーションが改善することを期待し
ている。
　ACPを「地域の文化」として醸成するためにも，
息の長い取り組みとして育む必要がある。

参　考　資　料

1） 安芸地区医師会モデル事業報告（平成 27 年 7 月
10 日，参考資料）

2） 東広島地区モデル事業報告書（平成 27 年 7 月 10
日，参考資料）

3） ACPポスター （地対協ホームページより）http://

citaikyo.jp/other/pdf/20151214_acp_leaflet.pdf

4） ACPの手引き（第 2版）http://citaikyo.jp/other/

pdf/20151214_acp_tebiki.pdf

5） 私の心づもり（第 2版）http://citaikyo.jp/other/

pdf/20151214_acp_enquete.pdf
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. 7
. 4：
医
師
会
員
に
対
し
ポ
ス
タ
ー
，
チ
ラ
シ
，
手
引

き
，
心
づ
も
り
の
配
布

Ⅲ
．　
A
C
P
普
及
啓
発
活
動
内
容

₁）
地
域
住
民
へ
の
普
及
啓
発

　
東
広
島
市
の
委
託
を
受
け
て
，
地
域
サ
ロ
ン
活
動
を
推
進

福
富

 

志
和

 

八
本

松
 

黒
瀬

 

豊
栄

 

河
内

 

高
屋

 

西
条

北
・

南
 

安
芸

津
 

報
告
書
②

（
　
　
）

12
9

し
て
い
る
社
協
に

A
C

P
普
及
啓
発
活
動
へ
の
協
力
を
要
請

し
，
説
明
会
の
開
催
可
能
な
地
域
サ
ロ
ン
の
選
定
を
依
頼
し

た
。
そ
の
結
果
，
10
生
活
圏
域
に
お
い
て
合
計
13
箇
所
で

説
明
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
一
部
竹
原
市
を
含

む
）。
合
計
27
3
名
に
対
し
て
事
前
調
査
を
し
た
後
，
実
際
に

ツ
ー
ル
の
説
明
・
記
入
，
さ
ら
に
事
後
調
査
・
意
見
集
約
を

行
っ
た
。

　
③
家
族
構
成

図
₃

61
人

, 
22

%

92
人

, 
34

%

54
人

, 
20

%

43
人

, 
16

%

22
人

, 8
%

1人
, 0

%
家

族
構

成
一
人
暮
ら
し

配
偶
者
と
二

人 子
と
同
居

子
と
家
族
と

同
居

そ
の
他

未
記
入

　
家
族
構
成
は
独
居
と
高
齢
者
世
帯
で
半
数
以
上
を
占
め
た
。

【
医
療
・
ケ
ア
に
関
す
る
こ
と
】（
回
答
数
；
₂₇
₃）

　
①
受
け
た
い
医
療
・
ケ
ア
に
つ
い
て
の
考
え

図
₄

15
4人

, 
56

%

11
7人

,
43

%2人
, 1

%

受
け

た
い
医
療

・
ケ

ア

考
え
て
い
る

考
え
て
い
な

い 未
記
入

　
半
数
以
上
が
自
分
が
受
け
た
い
医
療
・
ケ
ア
に
つ
い
て

「
考
え
て
い
る
」
と
回
答
し
た
。

　
②
事
前
に
「
家
族
」
と
話
し
合
い
を
し
て
い
る
か

図
₅

18
人

, 
7%

14
0人

, 
51

%

10
8人

, 
39

%7人
, 3

%
「

家
族

」
と
の

話
し

合
い

詳
し

く

話
し

合
っ

た

話
し

合
っ

た

全
く

話

し
て

い

な
い

未
記

入

　
自
分
が
受
け
た
い
医
療
・
ケ
ア
に
つ
い
て
家
族
と
半
数
以

上
が
何
ら
か
の
形
で
話
し
合
っ
て
い
た
。

表
₁
　
説
明
会
開
催
日
お
よ
び
開
催
場
所

日
　
程

圏
　
域

開
催
場
所

参
加
者
数

6/
6

河
内

ほ
っ
と
ほ
っ
と

15
6/
12

豊
栄

安
宿
住
民
自
治
協

44
9/
9

西
条
南

板
城

15
9/
10

高
屋

高
美
が
丘

12
9/
16

八
本
松

孫
子
老
会

15
9/
17

豊
栄

安
宿

12
10

/ 7
竹
原
市

1
10

/ 1
6

志
和

サ
ル
ビ
ア

23
11

/ 6
黒
瀬

雉
が
庭

16
11

/ 7
安
芸
津

陽
だ
ま
り

34
11

/ 9
福
富

丁
田

16
11

/ 1
9

高
屋

高
美
が
丘
7
丁
目

17
11

/ 3
0

西
条
北

地
域
住
民
講
演
会

52

₂）
地
域
住
民
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　【
基
本
情
報
】（
配
布
数
；
27
3，
回
答
数
；
27
3）

　
①
性
別

82
人

，

30
%

19
1人

, 
70

%

性
別

男
性

女
性

図
₁

　
参
加
者
の
70
％
が
女
性
で
あ
っ
た
。

　
②
年
齢
層

図
₂

1人
, 0

%
19

人
, 

7%
70

人
, 

26
%

10
8人

, 
39

%

62
人

, 
23

%

5人
, 2

%
8人

, 3
%

1人
, 0

%
年

齢
層

40
代

50
代

60
代

70
代

80
代

90
代

そ
の
他

未
記
入

　
年
齢
層
は
70
代
が
中
心
で
あ
っ
た
。

（
　
　
）

13
0

参
考
資
料
2

（　　）115



　
③
事
前
に
「
医
師
」
と
話
し
合
い
を
し
て
い
る
か

10
人

, 
4%

32
人

, 
12

%

22
4人

, 
82

%

7人
, 2

%

「
医

師
」
と
の

話
し

合
い

詳
し

く
話

し
合

っ
た

話
し

合
っ

た 全
く

話
し

て
い

な
い

未
記

入

図
₆

　
医
師
と
自
分
が
受
け
た
い
医
療
・
ケ
ア
に
つ
い
て
何
ら
か

の
形
で
話
し
合
っ
て
い
る
と
回
答
し
た
の
は
16
％
で
あ
っ

た
。

　
④
自
分
の
考
え
を
「
文
書
」
に
残
す
こ
と

図
₇

15
0人

, 
55

%

16
人

,
6%

98
人

, 
36

%

1人
, 0

%
8人

, 3
%

「
文

書
」
に
残

す
こ

と
に
賛

成
賛
成

反
対

わ
か
ら

な
い

そ
の
他

未
記
入

　
⑤
自
分
の
考
え
を
「
文
書
」
に
残
し
て
い
る
か

図
₈

11
人

, 
4%

25
5人

, 
93

%

7人
, 3

%

「
文

書
」
に
残

し
て

い
る
か

残
し

て

い
る

残
し

て

い
な

い

未
記

入

　
受
け
た
い
医
療
・
ケ
ア
に
つ
い
て
「
文
書
に
残
す
」
こ
と

に
は
賛
成
す
る
人
が
多
か
っ
た
が
，
文
書
に
残
し
て
い
る
割

合
は
低
か
っ
た
。
逆
に
「
文
書
に
残
し
て
い
な
い
」
の
回
答

が
93
％
と
な
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
今
回
の
調
査
で

は
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。

　
⑥
自
分
の
代
わ
り
に
意
思
決
定
す
る
人

　
代
わ
り
の
人
に
関
し
て
は
，
図
9
の
通
り
約
半
数
が
「
自

分
の
こ
と
を
一
番
わ
か
っ
て
く
れ
る
人
」
と
回
答
し
て
い
る
。

図
₉

14
1人

, 
52

%
45

人
, 

16
%

14
人

, 
5%

15
人

, 
6%

22
人

, 
8%28

, 
10

%7人
, 3

%
1人

, 0
%

代
わ

り
の
人
（

方
法

）
一
番
わ
か
っ
て

く
れ
る
人

家
族
が
話
し

合
っ
て

医
療
・
ケ
ア

チ
ー
ム

他
の
人
に
決
め

て
ほ
し
く
な
い

自
分
と
家
族
が

話
し
合
っ
て

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

未
記
入

【
A

C
P
の
説
明
・
私
の
心
づ
も
り
記
入
の
効
果
】 

（
配
布
数
；
27
3　
回
答
数
；
23
0　
回
収
率
；
84

. 2
％
）

　
①
「
私
の
心
づ
も
り
」
の
効
果

図
₁₀

53
人

, 
23

%

13
8人

, 
60

%

2人
, 1

%23
人

, 
10

%

14
人

, 6
%

「
私

の
心
づ
も

り
」

の
効
果

大
変
良
か
っ
た

良
か
っ
た

あ
ま
り
良
く
な

か
っ
た

良
く
な
か
っ
た

ど
ち
ら
で
も
な
い

未
記
入

　「
私
の
心
づ
も
り
」
を
ま
と
め
て
「
大
変
良
か
っ
た
」「
良

か
っ
た
」
と
の
回
答
が
合
わ
せ
て
80
％
を
超
え
て
お
り
満
足

度
は
高
か
っ
た
と
い
え
る
。

（
　
　
）

13
1

　「
私
の
心
づ
も
り
」
を
ま
と
め
て
良
か
っ
た
こ
と
と
し
て
，

St
ep
1
の
設
問
内
容
で
あ
る
「
あ
な
た
が
大
切
に
し
た
い
こ

と
」「
将
来
の
生
活
目
標
」「
療
養
場
所
」
が
上
位
を
占
め
た
。

ま
た

St
ep
3
の
設
問
内
容
で
あ
る
「
代
わ
り
の
人
」
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
た
と
す
る
回
答
割
合
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
③
一
番
難
し
か
っ
た
手
順 図
₁₂

36
人

, 
16

%
27

人
, 

12
%

24
人

, 
10

%
51

人
, 

22
%

38
人

, 
17

%54
人

, 
23

%

難
し

い
手
順

St
ep

1
St

ep
2

St
ep

3
St

ep
4

St
ep

5
未
記
入

　
5
つ
の
手
順
の
う
ち
一
番
回
答
率
が
高
か
っ
た
の
は
，

St
ep
4
の
「
自
分
が
受
け
た
い
医
療
や
ケ
ア
に
関
す
る
希
望

や
思
い
を
家
族
に
伝
え
る
手
順
」
で
あ
る
。
ま
た
逆
に
比
較

的
低
か
っ
た
の
は
，

St
ep
2
の
「
自
分
の
健
康
に
つ
い
て
学

ぶ
手
順
」，

St
ep
3
の
「
代
わ
り
の
人
を
選
ぶ
手
順
」
で
あ
っ

た
。
し
か
し
未
記
入
も
多
く
，
5
つ
の
手
順
に
つ
い
て
，
難

易
度
の
差
は
大
き
く
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
④

A
C

P
を
ほ
か
の
人
に
勧
め
た
い
か

図
₁₃

90
人

, 
59

%
29

人
, 

19
%33

人
, 

22
%

Ａ
Ｃ

Ｐ
を
勧
め

た
い

か

勧
め
た
い

勧
め
た
い
と

思
わ
な
い

未
記
入

　「
A

C
P
を
勧
め
た
い
」
と
の
回
答
は
59
％
で
過
半
数
を
超

え
て
い
る
。
し
か
し
未
記
入
も
多
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

未
記
入
が
多
い
原
因
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

　
⑤

A
C

P
を
何
人
に
勧
め
た
い
か

図
₁₄

16
12

15

6
2

05101520

Ａ
Ｃ

Ｐ
を
何
人

に
勧

め
た
い

か
人

　
A

C
P
を
勧
め
た
い
人
は
家
族
，
知
人
，
地
域
の
人
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
が
，
1～
2，
5～
6
人
に
勧
め
た
い
と
の
回

答
が
多
か
っ
た
。
ま
た
説
明
会
終
了
後
，「
地
域
に
普
及
さ
せ

た
い
」
と
の
理
由
で
「

A
C

P
の
手
引
き
」
や
「
私
の
心
づ
も

り
」
を
追
加
配
布
希
望
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

②
「
心
づ
も
り
」
を
ま
と
め
て
良
か
っ
た
こ
と

図
₁₁

              

10
2

11
3

82

23

33
39

29

43

81

63

2

11

02040608010
0

12
0

「
私

の
心
づ
も

り
」

を
ま
と

め
て

良
か
っ

た
こ

と
自

分
が
大

切
に
し
た

い
こ
と

将
来
の
生

活
目
標

療
養
場
所

病
気
の
話

病
気
の
説

明

病
気
の
経

過

思
い
の
受

容

治
療
の
希

望

代
理
人

文
書

そ
の
他

未
記
入

人

（
　
　
）

13
2

（　　）116



　
⑥
自
由
記
載
内
容

・
現
在
元
気
だ
が
，
受
け
た
い
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
考
え

て
い
こ
う
と
思
う
。

・
A

C
P
の
説
明
を
聞
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
家
族
と
今
後

の
人
生
に
つ
い
て
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
た
。

・
将
来
に
役
立
つ
と
思
っ
た
。

・
家
族
や
友
人
，
老
人
ク
ラ
ブ
に
勧
め
た
い

・
勇
気
を
出
し
て
医
師
に
自
分
の
希
望
を
話
す
こ
と
が
で
き

た
。

・
と
て
も
良
い
活
動
だ
と
思
う
。
是
非
広
め
て
ほ
し
い
。

・
お
話
を
聞
い
て
自
分
の
老
後
の
生
き
方
，
医
師
と
の
関
係

を
見
直
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

・
自
分
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
く
れ
る
人
と
も
し
も
の
時
の
療

養
場
所
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

・
す
で
に
文
書
化
し
た
も
の
が
あ
る
が
再
検
討
し
た
い
。

・
医
師
の
意
識
改
革
が
必
要
だ
と
思
う
。

・
医
師
の
連
携
も
必
要
だ
と
思
う
。

　
⑦
「

A
C

P
の
手
引
き
」
に
関
す
る
感
想
・
意
見

　
感
想
・
意
見
に
つ
い
て
は
，
説
明
会
当
日
対
象
者
か
ら
聞

き
取
り
し
た
感
想
や
意
見
を
集
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
表
紙
か
ら

A
C

P
が
「
豊
か
な
人
生
と
共
に
」
考
え
る
も
の

だ
と
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
表
紙
の
夕
日
が
沈
む
イ
メ
ー
ジ
は
寂
し
い
。

・
文
字
が
小
さ
い
。

・
説
明
が
多
す
ぎ
る
の
で
，
説
明
文
を
少
な
く
し
て
，
イ
ラ

ス
ト
を
加
え
る
な
ど
工
夫
が
あ
る
と
良
い
。

・
文
字
の
色
が
変
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
，
色
の
違

い
が
わ
か
り
に
く
い
。

・
St

ep
1～
5
の
説
明
文
が
長
く
，
か
え
っ
て
分
か
ら
な
く
な

る
。

・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
な
ど
と
は
違
っ
て
，

A
C

P
は
何
度

で
も
書
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
良
さ
を
，

も
っ
と
は
っ
き
り
と
示
し
て
あ
る
と
良
い
。

　
⑧
「
私
の
心
づ
も
り
」
に
つ
い
て
の
感
想
・
意
見

・「
心
づ
も
り
」
と
い
う
言
葉
は
分
か
り
易
く
て
良
い
。

・「
私
の
心
づ
も
り
」
に
取
り
組
む
こ
と
は
，
自
分
自
身
の
人

生
や
，
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
，
医
療
や
ケ
ア
に
対
す
る
自

分
の
思
い
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
良
い
。

・「
私
の
心
づ
も
り
」
を
き
っ
か
け
に
家
族
や
医
師
と
話
す
こ

と
が
で
き
，
家
族
や
医
師
と
の
距
離
が
近
く
な
っ
た
気
が

す
る
。

・
全
体
的
に
文
字
が
小
さ
い
。

・
St

ep
1－
1）
「
自
然
な
形
で
過
ご
す
こ
と
」
の
意
味
が
良
く

わ
か
ら
な
い
。

・
St

ep
1－
2）
「
治
療
の
目
標
」
と
い
う
言
葉
が
わ
か
り
に
く

い
・

St
ep
2－
5）
に
は
「
健
康
な
方
は
・
・
・
」
の
但
し
書
き

が
つ
い
て
い
る
の
で
，
そ
の
ほ
か
の
項
目
で
も
健
康
な
人

で
あ
っ
て
も
回
答
し
や
す
い
配
慮
が
あ
る
と
良
い
。

・
St

ep
2－
5）
の
「
で
き
る
だ
け
自
然
な
形
」
と
い
う
意
味

が
わ
か
り
に
く
い
。

・
A

C
P
は
5
つ
の
手
順
か
ら
な
る
の
で
，「
私
の
心
づ
も
り
」

の
中
に

St
ep
4
と

St
ep
5
の
表
記
が
あ
る
と
分
か
り
易
い
。

（
例
）

St
ep
4
と
し
て
，
家
族
な
ど
と
話
し
合
い
を
し
た
日

を
記
入
で
き
る
欄
を
設
け
る
。

St
ep
5
を
記
載
日
の
前
に

入
れ
る
。

₃）
医
師
へ
の
普
及
啓
発

　
医
師
に
対
し
て
は
，
表
2
の
通
り

A
C

P
の
普
及
お
よ
び
調

査
依
頼
を
行
っ
た
。

表
₂

H
26

. 5
. 2
1

A
C

P
を
勧
め
る
た
め
の
説
明
会
及
び
研
修
会
（
前
述
）

H
26

. 7
. 4

A
C

P
チ
ラ
シ
，
ポ
ス
タ
ー
，
手
引
き
な
ど
の
配
布
な
ら

び
に
調
査
依
頼

H
26

. 9
. 5

中
間
調
査

H
26

. 1
0.
4
「
医
師
会
便
り
」
に
活
動
掲
載

H
26

. 1
1.
4
「
医
師
会
便
り
」
に
活
動
掲
載

H
26

. 1
2.
4
「
医
師
会
便
り
」
に
調
査
協
力
依
頼

H
27

. 1
. 7

最
終
調
査

₄）
医
師
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　【
基
本
情
報
】（
配
布
数
；
11
5　
回
答
数
；
2）

　
①
所
在
地

　
・
西
条
北

　
・
高
屋

　
調
査
協
力
が
あ
っ
た
医
師
は
2
名
で
あ
っ
た
。

　
②
患
者
の
年
齢
層

表
₃

②
患

者
の

年
齢

層
 

 
西

条
北

 
高

屋
 

70
歳

～
80

歳
 

 
 

60
歳

～
70

歳
 

 
 

70
歳

～
80

歳
 

 
 

80
歳

～
90

歳
 

 
 

90
歳

以
上

 
 

 

（
　
　
）
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　【
A

C
P
紹
介
状
況
】　
（
紹
介
数
；
8
名
）

　
①
紹
介
人
数

　
・
西
条
北
…
2
名

　
・
高
屋
…
6
名

　
②

A
C

P
を
紹
介
し
た
理
由 表
₄

地
域
サ
ロ
ン
で
説
明
を
受
け
て
来
院
し
た
の
で

1
患
者
か
ら
希
望
や
依
頼
が
あ
っ
た
の
で

3
医
師
の
判
断
で

4
そ
の
他

0

　
③
ど
の
よ
う
に
紹
介
し
た
か

　
・

A
C

P
の
手
引
き
と
「
私
の
心
づ
も
り
」
を
渡
し
て
紹
介

し
た

　
④
ど
の
よ
う
な
患
者
に
紹
介
し
た
か

表
₅

疾
　
患
　
名

年
代

性
別

家
族
構
成

変
形
性
腰
椎
症
，
逆
流
性
食
道
炎

80
代

女
配
偶
者
と
2
人

高
血
圧
症
，
メ
ニ
エ
ー
ル
病

80
代

女
独
居

高
血
圧
症
，
狭
心
症

90
代

男
子
と
そ
の
家
族

高
血
圧
症
，
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

80
代

女
独
居

高
血
圧
症
，
糖
尿
病

80
代

男
独
居

高
血
圧
，
脂
質
異
常
症
な
ど

80
代

女
独
居

女
独
居

配
偶
者
と
2
人

　
紹
介
し
た
患
者
は
80
代
～
90
代
で
，
症
状
と
し
て
の
安

定
性
は
す
べ
て
慢
性
期
で
あ
っ
た
。
ま
た
独
居
高
齢
者
が
中

心
で
あ
っ
た
。

⑤
A

C
P
を
紹
介
し
た
後
に
患
者
・
家
族
か
ら
相
談
が
あ
っ

た
か

　
・
相
談
は
な
か
っ
た

　
⑥
「
私
の
心
づ
も
り
」
を
記
入
し
て
持
参
し
た
人
は
い
た
か

　
・
持
参
し
た
人
…
4
名

　
⑦

A
C

P
の
効
果
に
つ
い
て

・
患
者
が
大
切
に
し
た
い
こ
と
が
何
か
を
知
る
こ
と
が
で

き
た

・
患
者
が
ど
こ
で
療
養
し
た
い
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

・
患
者
の
思
い
や
考
え
を
受
け
止
め
ら
れ
た

・
も
し
も
の
時
の
た
め
に
患
者
の
代
わ
り
に
意
思
決
定
し

て
く
れ
る
人
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た

・
も
し
も
の
時
の
た
め
に
患
者
が
文
書
で
残
し
た
「
私
の

心
づ
も
り
」
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た

　
⑧
今
後
も

A
C

P
を
勧
め
て
い
き
た
い
と
思
う
か

　
・
大
変
そ
う
思
う
　
　
・
そ
う
思
う

₅）
在
宅
看
取
り
に
関
わ
る
訪
問
看
護
師
に
対
す
る
調
査

　
今
年
度
あ
ざ
れ
あ
で
は
，
が
ん
患
者
在
宅
看
取
り
事
例
の

聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
し
て
聞
き
取
り
項
目
の
中

に
A

C
P
に
関
連
し
た
設
問
を
設
け
，
看
取
り
期
に
お
け
る

「
本
人
の
心
づ
も
り
」
に
つ
い
て
，
担
当
し
た
訪
問
看
護
師
か

ら
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
ま
た
そ
の
結
果
と
地
域
住
民
を
対

象
と
し
た
調
査
の
比
較
を
試
み
た
。
さ
ら
に
家
族
や
患
者
を

支
援
し
た
チ
ー
ム
の
心
づ
も
り
に
つ
い
て
も
訪
問
看
護
師
か

ら
同
様
の
調
査
を
行
い
，
看
取
り
期
の
家
族
お
よ
び
チ
ー
ム

の
医
療
や
ケ
ア
に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て
の
検
証
を
行
っ
た
。

　
①
調
査
期
間
：

H
26

. 7
. 1
5～

H
26

. 1
0.
2

　
②
事
例
数
：
20
事
例

　
③
調
査
対
象
：
東
広
島
市
，
竹
原
市
お
よ
び
隣
接
す
る
大

崎
上
島
の
訪
問
看
護
事
業
所
（
10
箇
所
）
に
勤
務
す

る
，
が
ん
患
者
の
在
宅
看
取
り
経
験
の
あ
る
訪
問
看
護

師
（
延
べ
17
名
）

　
④
調
査
方
法
：
対
象
者
の
調
査
用
紙
へ
の
記
入
お
よ
び
あ

ざ
れ
あ
担
当
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

₆）
調
査
結
果

　
①
「
私
（
本
人
）
の
心
づ
も
り
」
訪
問
看
護
聞
き
取
り
調

査
と
地
域
住
民
対
象
調
査
の
比
較

　
a ）
受
け
た
い
医
療
・
ケ
ア
・
場
所
　

b ）
受
け
た
い
医
療

に
つ
い
て
の
家
族
と
の
話
し
合
い
　

c ）
受
け
た
い
医
療
に
つ

い
て
の
医
師
と
の
話
し
合
い
　

d ）
自
分
の
心
づ
も
り
の
文

書
化
　

e ）
代
わ
り
の
人
の
決
定

　
在
宅
看
取
り
訪
問
看
護
聞
き
取
り
調
査
と
地
域
住
民
に
対

す
る
調
査
を
比
較
す
る
と
，
表
6―

b ）
c ）
の
通
り
在
宅
看

取
り
事
例
の
方
が
自
分
が
受
け
た
い
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て

家
族
や
医
師
と
話
し
合
っ
て
い
る
と
い
う
結
果
を
得
た
。
ま

た
「
文
書
」
に
残
し
て
い
る
割
合
も
地
域
住
民
が
4％
で
あ

る
の
に
対
し
，
在
宅
看
取
り
事
例
で
は
25
％
と
な
っ
て
お

り
，
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。
自
分
に
代
わ
っ
て
意
思
決

定
を
す
る
人
の
割
合
も
在
宅
看
取
り
事
例
で
は
30
％
で
あ
っ

た
。
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在
宅

看
取
り
訪

問
看

護
聞
き

取
り

調
査

 
地

域
住

民
調
査

 

a)
 

      

 

b)
 

      

 

11
人

, 
55

%

3人
, 

15
%

6人
,

30
%

受
け
た
い

医
療
・

ケ
ア
・

場
所

考
え
て
い

た 考
え
て
い

な
か
っ
た

未
記
入
等

15
4人

, 
56

%

11
7人

, 
43

%

2人
, 

1%

受
け

た
い
医
療

・
ケ

ア

考
え
て
い
る

考
え
て
い
な

い 未
記
入

9人
, 

45
%

6人
,

30
%

5人
, 

25
%

受
け

た
い
医
療

に
つ

い
て
の

話
し

合
い

（
家
族
）

話
し
合
っ

て
い
た

話
し
合
っ

て
い
な

か
っ
た

未
記
入
等

18
人

, 
7%

14
0人

, 
51

%

10
8人

, 
39

%7人
, 

3%

受
け

た
い
医
療

に
つ

い
て
の

話
し

合
い

（
家
族
）

詳
し
く
話
し

合
っ
た

話
し
合
っ
た

全
く
話
し
て

い
な
い

未
記
入

 
在

宅
看

取
り
訪

問
看

護
聞
き

取
り

調
査

 
地

域
住

民
調
査

 

c)
 

      

 

d)
 

      

 

e)
  

 
 

5人
, 

25
%

12
人

,
60

%

3人
,

15
%

「
文

書
」
に
残

し
て

い
た
か

文
書

に
し

て
い

た

文
書

に
し

て
い

な

か
っ

た

未
記

入
等

11
人

, 
4%

25
5人

, 
93

%

7人
, 

3%

「
文

書
」
に
残

し
て

い
る
か

残
し

て
い
る

残
し

て
い
な

い 未
記

入

10
人

, 
50

%

2人
,

10
%

8人
, 

40
%

「
医

師
」
と
の

話
し

合
い

話
し

合
っ

て
い

た

話
し

合
っ

て
い

な

か
っ

た

未
記

入
等

10
人

, 
4%

32
人

, 
12

%

22
4人

, 
82

%

7人
, 

2%「
医

師
」
と
の

話
し

合
い

詳
し

く
話
し

合
っ

た

話
し

合
っ
た

全
く

話
し
て

い
な

い

6人
, 

30
%

7人
, 

35
%

7人
, 

35
%

代
わ

る
人
の
決

定

決
め

て
い

た 決
め

て
い

な
か

っ
た

未
記

入
等

表
₆

（
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②
「
家
族
の
心
づ
も
り
」
聞
き
取
り
調
査

　
a ）
在
宅
看
取
り
に
向
け
た
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
の
「
本

人
」
と
の
話
し
合
い

図
₁₅

8人
,

40
%

7人
, 

35
%

5人
, 

25
%

本
人

と
の

話
し
合

い
話
し
合
っ

て
い
た

話
し
合
っ

て
い
な

か
っ
た

未
記
入
等

　
40
％
の
家
族
が
「
本
人
と
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
い
た
」
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　
b ）
在
宅
看
取
り
に
向
け
た
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
「
医

師
」
と
の
話
し
合
い

図
₁₆

11
人

,
55

%
2人

, 
10

%7人
,

35
%

医
師
と
の

話
し
合

い
話
し
合
っ

て
い
た

話
し
合
っ

て
い
な

か
っ
た

未
記
入
等

　
55
％
の
家
族
が
医
師
と
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
い
た
。
本
人
同
様
家
族
も
医
師
と
半
数
以
上
が
医
療
や
ケ

ア
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
こ
と
が
図
14
の
結
果
か
ら
わ

か
る
。

　
c ）
在
宅
看
取
り
の
意
思

　
図
17
の
通
り
，
90
％
の
家
族
が
「
看
取
り
に
対
す
る
意
思

が
あ
る
」
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

図
₁₇

17
人

,
90

%

1人
, 

5%
1人

, 
5%

看
取
り

の
意
思

意
思
が
あ

る 意
思
が
な

い 未
記
入
等

　
③
「
チ
ー
ム
間
の
心
づ
も
り
」
聞
き
取
り
調
査

　
a ）
在
宅
看
取
り
の
意
思
の
共
有

図
₁₈

15
人

, 
83

%

2人
, 

11
%

1人
, 

6%

看
取
り

意
思
の

共
有

意
思
共
有
が

あ
っ
た

意
思
共
有
が

な
か
っ
た

未
記
入
等

　
b ）
チ
ー
ム
間
で
の
医
療
や
ケ
ア
の
話
し
合
い

図
₁₉

13
人

, 
65

%

3人
,

15
%

4人
,

20
%

チ
ー

ム
間

で
の
医

療
や
ケ

ア
に
つ

い
て
の

話
し

合
い

話
し

合
っ
て

い
た

話
し

合
っ
て

い
な

か
っ
た

未
記

入
等

　
在
宅
ケ
ア
に
関
わ
る
医
師
や
訪
問
看
護
師
を
は
じ
め
，
ケ
ア

マ
ネ
，
ヘ
ル
パ
ー
，
福
祉
用
具
事
業
所
な
ど
チ
ー
ム
で
の
看
取

り
の
意
思
の
共
有
に
つ
い
て
は
，
83
％
が
「
チ
ー
ム
で
意
思
を

共
有
し
て
い
た
」
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
在
宅
看
取
り
に
関

す
る
チ
ー
ム
間
で
の
話
し
合
い
は
65
％
に
止
ま
っ
て
い
た
。

　
c ）
チ
ー
ム
で
の
「
本
人
」
と
の
話
し
合
い

図
₂₀

13
人

,
65

%
2人

,
10

%

5人
, 

25
%

医
療
や
ケ

ア
に
つ

い
て
の

話
し
合

い

（
本
人
）

話
し
合
っ
て

い
た

話
し
合
っ
て

い
な
か
っ
た

未
記
入
等

　
d ）
チ
ー
ム
で
の
「
家
族
」
と
の
話
し
合
い

図
₂₁

15
人

, 
75

%

1人
, 

5%

4人
, 

20
%

医
療

や
ケ

ア
に

つ
い

て
の

話
し
合

い

（
家

族
）

話
し

合
っ
て

い
た

話
し

合
っ
て

い
な

か
っ
た

未
記

入
等
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チ
ー
ム
で
は
，
本
人
と
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
話
し
合
う

よ
り
も
，
家
族
と
話
し
合
う
割
合
の
方
が
や
や
多
い
と
い
う

結
果
と
な
っ
た
。

　
e ）
チ
ー
ム
間
の
意
思
の
文
書
化

図
₂₂

4人
, 

20
%

10
人

, 
50

%

6人
,

30
%

チ
ー

ム
間

の
意

思
の

文
書

化

文
書

に
し
て

い
た

文
書

に
し
て

い
な

か
っ
た

未
記

入
等

　
チ
ー
ム
間
で
連
携
し
た
内
容
を
文
書
に
残
し
て
い
る
割
合

は
50
％
で
あ
っ
た
。

Ⅳ
．　
考
　
　
　
　
　
察

₁）
調
査
内
容
・
方
法
に
つ
い
て

　
A

C
P
の
普
及
に
あ
た
り
①
地
域
住
民
②
医
師
③
在
宅
看
取

り
に
関
わ
る
訪
問
看
護
師
を
対
象
と
し
て
3
種
類
の
調
査
を

行
っ
た
。
準
備
期
間
が
短
期
間
で
あ
っ
た
こ
と
や
，
調
査
担

当
者
の
未
熟
さ
か
ら
，
①
②
③
の
横
断
的
な
調
査
を
行
う
ま

で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
①
の
地
域
住
民
に
つ
い
て
は
，「
地
域
サ
ロ
ン
」
を
普
及
拠

点
と
し
た
た
め
，
比
較
的
年
齢
層
が
高
く
な
る
こ
と
や
，
理

解
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
た
め
，
調
査
票
は

で
き
る
だ
け
簡
潔
な
も
の
と
し
た
。
そ
の
た
め
自
由
記
載
欄

は
特
に
設
け
な
か
っ
た
。
ま
た
調
査
員
1
名
，
副
調
査
員
1

名
の
計
2
名
で
調
査
に
あ
た
り
，
各
設
問
に
対
す
る
対
象
者

の
疑
問
や
意
見
に
対
し
て
そ
の
都
度
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る

体
制
を
と
っ
た
。
調
査
に
は
時
間
を
要
し
た
が
，
住
民
の
生

の
声
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
，
成
果
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
。

　
②
の
医
師
に
つ
い
て
は
，
平
成
26
年
5
月
に
説
明
会
を
開

催
し
，
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
を
配
布
し
て
周
知
を
図
っ
た
が
，

調
査
協
力
が
得
ら
れ
た
の
は
2
名
の
医
師
に
止
ま
っ
た
。

A
C

P
を
医
師
か
ら
発
信
す
る
こ
と
の
困
難
さ
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
こ
の
点
が
今
後
の
課
題
と
い
え
よ
う
。

　
③
の
在
宅
看
取
り
に
関
わ
る
訪
問
看
護
師
に
つ
い
て
は
，
1

名
の
調
査
員
が
専
従
で
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
こ
の
調

査
に
よ
り
，
看
取
り
期
の
対
象
者
と
地
域
住
民
へ
の
調
査
比

較
が
可
能
と
な
っ
た
。
し
か
し
事
前
に
調
査
内
容
の
関
連
性

を
精
査
す
る
こ
と
な
く
調
査
を
開
始
し
た
た
め
，
比
較
項
目

は
限
ら
れ
た
。
調
査
後
1
名
の
訪
問
看
護
師
は
，
看
護
に
お

い
て

A
C

P
の
重
要
性
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
と
感
想
を
寄

せ
て
い
る
。

₂）
ツ
ー
ル
使
用
前
後
の
地
域
住
民
の
意
識
に
つ
い
て

　「
A

C
P
の
手
引
き
」「
私
の
心
づ
も
り
」
に
つ
い
て
の
地
域

住
民
の
意
識
は
，
前
述
Ⅲ
－
2）
－
⑥
の
通
り
で
あ
る
。「
私

の
心
づ
も
り
」
に
記
入
す
る
こ
と
で
，
も
し
も
の
時
に
備
え

て
自
分
が
受
け
た
い
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
事
が
で

き
た
。
家
族
と
話
し
合
う
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
勇
気
を

も
っ
て
医
師
と
話
す
こ
と
が
で
き
た
。
自
分
の
人
生
を
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
た
。
良
い
こ
と
な
の
で
広
め
て
ほ
し
い
。

な
ど
積
極
的
な
声
も
聞
か
れ
た
が
，
先
生
は
い
つ
も
忙
し
そ

う
で
，
話
が
で
き
な
い
。
聞
い
て
も
ら
え
な
い
。
と
い
う
声

が
上
が
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
医
療
選
択
に
お
け
る
新

た
な
文
化
を
創
造
す
る
た
め
に
は
，
患
者
や
医
療
者
の
意
識

改
革
が
必
要
と
な
ろ
う
。

₃）
ツ
ー
ル
の
改
善
点

　「
A

C
P
の
手
引
き
」「
私
の
心
づ
も
り
」
の
改
善
点
は
，

Ⅲ
－
2）
－
⑦
よ
り
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
「

A
C

P
の
手
引
き
」
に
つ
い
て

　
・
文
字
の
大
き
さ
の
工
夫

　
・
部
分
的
な
文
字
の
色
・
太
さ
の
工
夫

　
・
文
章
の
長
さ
の
工
夫

　
・
説
明
文
を
補
完
す
る
イ
ラ
ス
ト
の
工
夫

②
「
私
の
心
づ
も
り
」

　
・
文
字
の
大
き
さ
の
工
夫

　
・「
自
然
な
形
」
の
説
明
あ
る
い
は
語
句
の
検
討

　
・「
治
療
の
目
標
」
の
説
明
あ
る
い
は
語
句
の
検
討

　
・
健
康
な
人
で
も
記
入
し
や
す
い
構
成

　
・
紙
面
へ
の

A
C

P 5
つ
の
手
順
の
明
記

₄）
普
及
啓
発
活
動
の
課
題
と
今
後
の
展
望

①
課
題

　
一
人
一
人
の
価
値
観
や
人
生
観
な
ど
に
つ
い
て
自
ら
考
え
，

家
族
や
医
療
者
と
話
し
合
っ
て
お
く
，

A
C

P
を
広
く
地
域
に

普
及
さ
せ
る
た
め
に
，
あ
ざ
れ
あ
で
は
①
地
域
住
民
②
医
師

③
在
宅
看
取
り
に
関
わ
る
訪
問
看
護
師
と
い
う
3
つ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
考
え
て
普
及
啓
発
活
動
を
進
め
て
き
た
。

　
①
地
域
住
民
に
つ
い
て
は
一
部
で
は
「
地
域
サ
ロ
ン
」
か

ら
「
住
民
自
治
協
議
会
」
や
「
ほ
か
の
地
域
サ
ロ
ン
」
へ
と

広
が
り
が
認
め
ら
れ
た
が
，
す
べ
て
の
「
地
域
サ
ロ
ン
」
か

ら
近
隣
へ
波
及
す
る
ま
で
の
効
果
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
②
医
師
に
つ
い
て
は
，
普
及
が
進
ま
な
か
っ
た
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

（
　
　
）
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③
在
宅
看
取
り
に
関
わ
る
訪
問
看
護
師
に
つ
い
て
は
，
調

査
を
き
っ
か
け
に

A
C

P
の
重
要
性
に
気
づ
き
，

A
C

P
の
視

点
を
大
切
に
し
た
看
護
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
訪
問
看

護
師
が
1
人
い
た
。

　
地
域
住
民
や
医
療
者
に
い
か
に
広
く
，
深
く
，
し
か
も
効

率
的
に
普
及
啓
発
し
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
と
い
え
よ
う
。

②
今
後
の
展
望

　
上
記
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
，
4
つ
の
提
案
を
し
た

い
。 1．

民
生
委
員
を
中
心
と
し
た
地
域
単
位
の
普
及
啓
発

2．
広
報
誌
を
活
用
し
た
普
及
啓
発

3．
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
普
及
啓
発

4．
要
介
護
認
定
申
請
時
の
主
治
医
と
の
連
携

　
1
に
つ
い
て
，
今
回
は
東
広
島
市
の
10
生
活
圏
域
の
13

箇
所
の
地
域
サ
ロ
ン
な
ど
で
普
及
啓
発
活
動
を
進
め
て
き
た

が
，
よ
り
地
域
密
着
型
で
，
広
範
囲
に
普
及
さ
せ
る
た
め
に

は
，
民
生
委
員
の
活
用
も
一
方
策
と
考
え
る
。

　
2
に
つ
い
て
，
広
報
誌
を
活
用
す
る
こ
と
で
，
全
市
民
に

周
知
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
，
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
3
に
つ
い
て
，
総
合
相
談
窓
口
の
役
割
の
一
つ
と
し
て

A
C

P
を
捉
え
，
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

A
C

P
を
有
効

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
4
に
つ
い
て
，

A
C

P
の
要
と
な
る
医
療
者
の
理
解
を
得
る

た
め
に
は
，
要
介
護
認
定
申
請
時
が
適
時
期
で
は
あ
る
ま
い

か
。
要
介
護
認
定
は
本
人
や
家
族
が
将
来
の
不
安
を
感
じ
て

申
請
す
る
こ
と
が
多
い
と
推
定
さ
れ
る
た
め
，

A
C

P
を
受
け

入
れ
や
す
い
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
え
よ
う
。

　
東
広
島
地
区
医
師
会
で
は
要
介
護
認
定
申
請
時
に
「
主
治

医
意
見
書
作
成
の
た
め
の
予
診
票
」
を
作
成
し
，
申
請
者
ま

た
は
家
族
が
記
入
し
て
主
治
医
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
時
予
診
票
と
同
時
に

A
C

P
を
記
入
し
て
主
治
医

に
提
出
す
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
，
少
な
く

と
も
要
介
護
認
定
申
請
者
は
主
治
医
に
対
し
て
自
分
が
受
け

た
い
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ

の
よ
う
に
介
護
保
険
制
度
の
中
に

A
C

P
を
組
み
込
む
こ
と
が

で
き
れ
ば
，

A
C

P
は
地
域
住
民
だ
け
で
は
な
く
行
政
，
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
，
そ
し
て
医
療
者
に
広
く
，
深
く
し
か
も
効
率

的
に
根
付
い
て
い
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

Ⅴ
．　
終
　
わ
　
り
　
に

　
A

C
P
は
，
自
ら
の
豊
か
な
人
生
の
た
め
に
家
族
や
医
療
者

と
話
し
合
っ
て
お
こ
う
と
す
る
取
組
で
あ
る
。「
ど
の
よ
う
に

死
を
迎
え
る
か
」
を
考
え
る
の
で
は
な
く
，「
ど
の
よ
う
に
豊

か
な
人
生
を
生
き
抜
く
か
」
を
考
え
る
た
め
の
5
つ
の
手
順

が
広
島
県
版

A
C

P
で
あ
る
。
そ
う
い
う
思
い
で
，
普
及
啓
発

活
動
で
出
会
う
一
人
一
人
に
向
き
合
っ
て
き
た
。
こ
の
活
動

で
得
ら
れ
た
成
果
が
，
今
後
の

A
C

P
普
及
啓
発
活
動
展
開
の

一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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～私の心づもり～
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これから受ける

医療やケアについて、
あなたの希望や思いが反映
されるように家族や医療者と
話し合って文書に残す
ようにしましょう。

その手順のことをアドバンス・
ケア・プランニングと

言います。

広島県地域保健対策協議会

11Step
あなたの希望や
思いについて
考えましょう

22Step
あなたの健康に
ついて学び、
考えましょう

44Step
医療に関する
あなたの希望や
思いについて
伝えましょう

33Step

55Step

あなたの代わりに
意思決定をしてくれる
人を選びましょう

あなたの考えを
文書にしましょう

A あなたの
C こころに

P ぴたっとよりそう

これからの
豊かな人生を目指して
考えてみませんか？
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話
し
合
っ
た
こ
と
を
記
録
と
し
て
残
し
て
お
き
ま
す
。「
私
の
心
づ
も
り
」
に
は
話

し
合
っ
た
人
や
日
時
を
記
入
す
る
所
が
あ
り
ま
す
。
自
由
記
載
欄
に
希
望
や
思
い

を
書
く
の
も
よ
い
で
し
ょう
。

　
今
の
あ
な
た
の
希
望
や
思
い
は
時
間
と
と
も
に
変
化
し
た
り
、
健
康
状
態
に
よ

り
変
わ
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
都
度
「
私
の
心
づ
も
り
」
を
見
直
し

て
み
て
、
変
え
て
も
ら
っ
て
構
い
ま
せ
ん
。
ど
う
気
持
ち
が
変
わ
っ
た
か
も
話
し
合

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

55
St
ep
あ
な
た
の
考
え
を
文
書
に
し
ま
し
ょ
う

〈
Ve
r. 
2〉

　
　
　
　
  ま
で
で
あ
な
た
が
考
え
た
「
私
の
心
づ
も
り
」
を
も
と
に

医
療
や
生
活
に
関
す
る
あ
な
た
の
希
望
や
思
い
に
つ
い
て
代
理
人

と
医
療
者
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
の
希
望
や
思
い
を
周
り
の
人

に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
、
あ
な
た
と
代
理
人
と
医

療
者
が
時
間
を
か
け
て
話
し
合
う
こ
と
で
す
。
し
っ
か
り
話
し
合
う
こ

と
で
、
あ
な
た
の
思
い
や
考
え
が
よ
り
具
体
的
で
現
実
的
な
も
の
に

ま
と
まり
、
互
い
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
で
し
ょう
。

44
St
ep
医
療
に
関
す
る
あ
な
た
の
希
望
や
思
い
に
つ
い
て
伝
え
まし
ょう
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人
は
そ
れ
ぞ
れ
人
生
観
や
思
い
に
基
づ
く
人
生
設
計
を
持
っ
て
将
来
の
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
医
療
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
受
け
る
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て

あ
な
た
の
考
え
を
家
族
や
医
療
者
と
話
し
合
っ
て
、「
私
の
心
づ
も
り
」
と
し
て
文
書
に
残
す
こ
と
で
、

あ
な
た
の
希
望
や
思
い
が
医
療
や
ケ
ア
に
反
映
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
手
順
を
ア
ド
バ
ン
ス
・

ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
A
d
va
nc
e
 C
ar
e
 P
la
nn
in
g
：
A
C
P
）
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

豊
か
な
人
生
を
目
指
し
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

参
考
資
料
₄
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い
つ
始
め
る
の
が
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

家
族
や
医
師
は
、
あ
な
た
の
希
望
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
あ
な
た
が
自
分
の
考
え
を
伝
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合

に
備
え
て
、
前
も
っ
て
受
け
る
医
療
に
対
す
る
希
望
を
、

家
族
や
医
師
に
伝
え
て
お
く
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
す
。

　
明
日
が
ど
う
な
る
か
誰
も
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
将
来
の
健

康
が
ど
う
な
る
か
を
予
測
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
将
来
自
分
自
身
で
判
断
で
き
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、

準
備
を
し
て
お
け
ば
、
受
け
る
医
療
に
対
す
る
あ
な
た
の
希

望
を
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
A
C
P
は
、
あ
な
た
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
あ
な
た
に
代
わ
っ
て
医
療
の
選
択
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
に
も
、
安
心
を
も
た
ら
す
手
段
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
今
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
の
判
断
能
力
に
影
響
す
る
よ
う
な
災
害
に
直
面
し
た
り
、
重
い
病

気
に
か
か
る
前
に
、
話
し
合
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
あ
な
た
が
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
医
療
に
つ
い
て
、

自
分
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
お
く
こ
と
は
、
将
来
あ
な
た
の
代
わ
り
に
意
思
決
定

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
に
と
っ
て
、
混
乱
や
迷
い
を
起
こ
さ
な
く
て
す
む
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
将
来
の
場
面
を
想
像
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
あ
な
た
は
あ
る
日
突
然
、
自
動
車
事
故
で
重
傷
を
お
い
ま
し
た
。

病
院
の
集
中
治
療
室
に
収
容
さ
れ
、
意
識
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族

や
医
師
は
こ
う
し
た
場
合
の
治
療
方
針
や
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

あ
な
た
の
希
望
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
ま
た
、
別
の
例
と
し
て
、
認
知
症
の
た
め
に
自
分
で
意
思
決
定

す
る
能
力
が
な
く
な
っ
て
き
た
場
合
を
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
は
介
護
施
設
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
自
分
で
食
事
を
摂
る
こ
と
も
で
き
ず
、
自
分
や
家
族
の
こ

と
も
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
か
ら
何
が
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
や
医
師

は
、
今
後
の
生
活
や
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
医
療
に
つ
い
て
あ
な
た
の
希
望
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

豊
か
な
人
生
と
と
も
に
…
　
～
私
の
心
づ
も
り
～

ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
　
A
d
va
n
c
e
 C
a
re
 P
la
n
n
in
g
（
A
C
P
）

A
C
Pの
手
引
き

豊
か
な
人
生
と
と
も
に
…

豊
か
な
人
生
と
と
も
に
…

豊
か
な
人
生
と
と
も
に
…

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に

豊
か
な
人
生
と
と
も
に
…………………

豊
か
な
人
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と
と
も
に
…

ど
ん
な
利
点
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

A
あ
な
た
の
C
こ
こ
ろ
に
P
ぴ
た
っ
と
よ
り
そ
う

　
か
か
り
つ
け
医
や
他
の
医
療
者
に
あ
な
た
の
健
康
に
つ
い
て
相
談
す
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
も
し
何
ら
か
の
病
気
が
あ
る
場
合
に
は
、
あ
な
た
は
そ
の
病
状
が
将
来
ど
う
な
る
か
、

今
後
ど
う
い
う
治
療
が
で
き
る
の
か
、
そ
れ
ら
の
治
療
で
ど
う
い
っ
た
こ
と
が
期
待
で
き
る

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
あ
な
た
の
希
望
や
思
い
に
沿
っ
て
考
え
まし
ょう
。

22
St
ep
あ
な
た
の
健
康
に
つ
い
て
学
び
、
考
え
ま
し
ょ
う

　
予
期
し
な
い
で
き
ご
と
や
突
然
の
病
気
で
、
自
分
の
希
望
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
認
知
症
な
ど

で
は
、
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
の
希
望
を
伝
え
た
り
、
選
択
す

る
能
力
が
少
し
ず
つ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょう
。
あ
な
た
自

身
で
意
思
決
定
で
き
な
く
な
っ
た
時
に
、
あ
な
た
に
代
わ
っ
て

意
思
を
伝
え
て
く
れ
る
人
（
代
理
人
）
を
選
ん
で
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
代
理
人
は
家
族
で
も
親
し
い
友
人
で
も
構
い

ま
せ
ん
が
、
信
頼
し
て
任
せ
る
こ
と
が
で
き
る
人
に
お
願
い
し
、

あ
な
た
の
希
望
や
思
い
を
し
っ
か
り
伝
え
て
お
き
まし
ょう
。

33
St
ep
あ
な
た
の
代
わ
り
に
意
思
決
定
を
し
て
く
れ
る
人
を
選
び
ま
し
ょ
う

例
え
ば
・
・
・
・

■
私
の
希
望
は
、
治
療
の
結
果
、
ど
の
よ
う
な
状
態
で
療
養
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
て
も
病

気
と
闘
っ
て
一
日
で
も
長
く
生
き
る
こ
と
で
す
。

■
私
の
願
い
は
、
自
分
の
望
む
生
活
が
で
き
る
（
生
活
の
質
を
保
つ
）
こ
と
を
目
指
し
て
、

苦
痛
を
と
る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
た
治
療
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

■
私
は
病
気
を
治
す
治
療
は
受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
良
く
な
ら
な
か
っ
た
り
、
生
活
の
質
が

保
た
れ
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
に
は
、
自
然
な
死
を
迎
え
る
方
向
に
切
り
替
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
て
も
、
延
命
に
つ
な
が
る
だ
け
の
蘇
生
術
や
集
中
治
療
な
ど
の
処
置
は
避
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
複
雑
で
困
難
な
状
況
で
も
あ
な
た
の
希
望
や
思
い
を
尊
重
し
て
判
断
で
き
る
人
を
選
び
まし
ょう
。

■
必
要
だ
と
思
う
あ
な
た
の
周
囲
の
人
に
、
代
理
人
を
紹
介
し
まし
ょう
。

　
あ
な
た
の
生
活
で
大
切
に
し
た
い
こ
と
や
、
あ
な
た
の
人
生
の
目
標
・
希
望
や
思
い

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
今
の
あ
な
た
の
考
え
方
を
示
し
て
お
く
こ
と
は
、
将
来

ご
家
族
な
ど
が
あ
な
た
の
気
持
ち
を
考
え
て
判
断
す
る
の
に
役
立
つ
で
し
ょう
。

■
あ
な
た
の
人
生
の
目
標
・
希
望
や
思
い
は
何
で
し
ょう
か
？

■
あ
な
た
に
とっ
て
、
何
が
大
切
か
考
え
て
み
まし
ょう
。

11
St
ep
あ
な
た
の
希
望
や
思
い
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

以
下
の
St
ep
1～
5を
読
ん
で
「
私
の
心
づ
も
り
」
に
記
入
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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将
来
、
自
分
自
身
で
自
分
の
こ
と
を
決
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
時
に
備
え
て
、
今
の
あ
な
た
の
希
望
や
思
い
を

整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
A
C
P
の
手
引
き
を
参
考
に
、
以
下
の
設
問
に
お
答
え
い
た
だ
き
な
が
ら
ご
家
族
や
あ

な
た
の
代
わ
り
に
意
思
決
定
し
て
く
れ
る
人
（
代
理
人
）、
あ
る
い
は
医
療
者
と
話
し
合
い
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
が
大
切
に
し
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
？
（
い
く
つ
選
ん
で
も
結
構
で
す
）

□
 楽
し
み
や
喜
び
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
 
□
 家
族
や
友
人
と
十
分
に
時
間
を
過
ご
せ
る
こ
と

□
 身
の
回
り
の
こ
と
が
自
分
で
で
き
る
こ
と
 

□
 落
ち
着
い
た
環
境
で
過
ご
せ
る
こ
と

□
 人
と
し
て
大
切
に
さ
れ
る
こ
と
 

□
 人
生
を
ま
っ
と
う
し
た
と
感
じ
る
こ
と

□
 社
会
や
家
族
で
役
割
が
果
た
せ
る
こ
と
 

□
 望
ん
だ
場
所
で
過
ご
せ
る
こ
と

□
 痛
み
や
苦
し
み
が
少
な
く
過
ご
せ
る
こ
と
 

□
 医
師
を
信
頼
で
き
る
こ
と
 

□
 人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
こ
と
 

□
 納
得
い
く
ま
で
十
分
な
治
療
を
受
け
る
こ
と

□
 自
然
に
近
い
形
で
過
ご
す
こ
と
 

□
 大
切
な
人
に
伝
え
た
い
こ
と
を
伝
え
る
こ
と

□
 先
々
に
起
こ
る
こ
と
を
詳
し
く
知
っ
て
お
く
こ
と
 □
 病
気
や
死
を
意
識
せ
ず
に
過
ご
す
こ
と

□
 他
人
に
弱
っ
た
姿
を
見
せ
な
い
こ
と
 

□
 生
き
て
い
る
こ
と
に
価
値
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と

□
 信
仰
に
支
え
ら
れ
る
こ
と

□
 そ
の
他（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

１
）
あ
な
た
は
今
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
理
解
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？

□
 は
い
　
□
 い
い
え

２
）
あ
な
た
の
健
康
状
態
や
病
気
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
る
か
な
ど
、
詳
し
い
説
明
を
受
け
た
い

　
　
　
で
す
か
？

□
 は
い
　
□
 い
い
え

３
）
受
け
る
治
療
に
関
し
て
、
希
望
が
あ
り
ま
す
か
？
　
健
康
な
方
は
「
も
し
病
気
に
な
っ
た
ら
」
を
仮
定
し
て
お
答

　
　
　
え
下
さ
い
。（
い
く
つ
選
ん
で
も
結
構
で
す
）

□
 一
日
で
も
長
く
生
き
ら
れ
る
よ
う
な
治
療
を
受
け
た
い

□
 ど
ん
な
治
療
で
も
、
と
に
か
く
病
気
が
治
る
こ
と
を
目
指
し
た
治
療
を
受
け
た
い

□
 苦
痛
を
和
ら
げ
る
た
め
の
十
分
な
処
置
や
治
療
を
受
け
た
い

□
 痛
み
や
苦
し
み
が
無
く
、
自
分
ら
し
さ
を
保
つ
こ
と
に
焦
点
を
当
て
た
治
療
を
受
け
た
い

□
 で
き
る
だ
け
自
然
な
形
で
最
期
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
な
必
要
最
低
限
の
治
療
を
受
け
た
い

□
 そ
の
他（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

４
）
将
来
、
認
知
症
や
脳
の
障
害
な
ど
で
自
分
で
判
断
で
き
な
く
な
っ
た
時
、
あ
な
た
の
希
望
は
、
以
下
の
ど
れ

　
　
　
で
す
か
？
（
一
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
。）

□
 な
る
べ
く
迷
惑
を
か
け
ず
に
自
宅
で
生
活
し
た
い

□
 家
族
や
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
手
を
借
り
な
が
ら
で
も
自
宅
で
生
活
し
た
い

□
 病
院
や
施
設
で
も
良
い
の
で
、
食
事
や
ト
イ
レ
な
ど
最
低
限
自
分
で
で
き
る
生
活
が
送
り
た
い

□
 病
院
や
施
設
で
も
良
い
の
で
、
と
に
か
く
長
生
き
し
た
い

□
 そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

①
私
の
心
づ
も
り

11
St
ep

あ
な
た
の
希
望
や
思
い
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

22
St
ep

あ
な
た
の
健
康
に
つ
い
て
学
び
、
考
え
ま
し
ょ
う

５
）
将
来
、病
状
が
悪
化
し
た
り
、も
し
も
の
時
が
近
く
な
っ
た
時
に
は
、ど
こ
で
療
養
し
た
い
と
お
考
え
で
す
か
？

□
 自
宅
　
□
 自
宅
以
外
（
□
 病
院
　
□
 介
護
施
設
　
□
 そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
 ）
）　
□
 わ
か
ら
な
い

６
）
も
し
も
の
時
が
近
く
な
っ
た
時
に
“延
命
治
療
”
を
希
望
し
ま
す
か
？

□
 は
い
　
□
 い
い
え
　
□
 わ
か
ら
な
い

１
）
あ
な
た
の
代
わ
り
に
意
思
決
定
を
し
て
く
れ
る
方
は
い
ま
す
か
？

□
 は
い
　
□
 い
い
え

　 １
）
の
質
問
で
「
は
い
」
と
答
え
ら
れ
た
方
に
お
尋
ね
し
ま
す

２
）
そ
の
方
は
あ
な
た
の
希
望
や
価
値
観
に
配
慮
し
て
、
意
思
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

□
 は
い
　
□
 い
い
え

自
由
記
載
欄
（
そ
の
他
、
あ
な
た
の
思
い
が
あ
れ
ば
お
書
き
く
だ
さ
い
）

・ 
記
載
年
月
日
 

20
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

・ 
本
人
氏
名

・
代
理
人
氏
名

・ 
話
し
合
っ
た
日
 

20
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

・
話
し
合
っ
た
医
療
者

②

（
＊
）

＊
“延
命
治
療
”と
は
、病
気
が
治
る
見
込
み
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、延
命
す
る（
死
の
経
過
や
苦
痛
を
長
引
か
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

　
た
め
の
医
療
処
置
を
意
味
し
ま
す
。

33
St
ep

あ
な
た
の
代
わ
り
に
意
思
決
定
を
し
て
く
れ
る
人
を
選
び
ま
し
ょ
う

44
St
ep

医
療
に
関
す
る
あ
な
た
の
希
望
や
思
い
に
つ
い
て
伝
え
ま
し
ょ
う

55
St
ep

あ
な
た
の
考
え
を
文
書
に
し
ま
し
ょ
う

参
考
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